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グローパル化に伴って国を越えて移動する年少者や移動先の国で生まれ異言語環境で学齢期を過ごす二世児、
三位児が増える 一方である。このような子どもの言語形成、人間形成にとって、親の母語・母文化継取が教育上
重要な意味を持つ。囲内の「外国人児童生徒Jにも 「継本語教育」が必要であり、 長い歴史を持つ「継原日本語
教育」の知見がし、かされるときが来ている。本研究は、未整理のまま放置されている 「継示日本語教育Jの文献
を収集、整理、統括してデータベース化する試みであり 、現在65名（ 24ヶ国、11言語）の国内外の母語 ・継承
語 ・パイリンガル教育研究会会員が協力している。整理した文献をデータベース化した後にはウェブ上で公開す
る予定である。木稿ではこのデータベース化の背景と目的、および進捗状況について報告する。
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Due to globalization, children who transit across borders with their parents, and those who are born in 
a foreign country and spend their school years there (the second or third generation immigrant 
children) have been increasing. For the children, inheriting their parents’culture and language is 
important in terms of their language-and human-development. Japan has many such children who are 
in need of “heritage language education." The knowledge accumulated in the long history of Japanese 
heritage language education outside of Japan should be utilized for such education of immigrant 
children in Japan in order to preserve their mother tongues. The present project aims to make a 
“Japanese heritage language education database" of resources that have not been synthesized, and to 
make such resources readily accessible to educators. Currently 65 researchers from 24 countries are 
collecting, evaluating, and synthesizing information on Japanese heritage language education in 11 
languages. In this paper, we will present the background and the aim of making such database, and 
report the status of the project. 
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日本から海外へ移住した人達が、自分たちの

母語や母文化 （日本語や日本文化）を次世代に

継承する 「継承語としての日本語教育」は 100

年以上の歴史を持っている。 しかし、世界各地

に散在する文献や情報が入手しにくいことや、

教育者不在の零細な教育的営みであり、それを

研究の対象とする専門家も育っていないため、

「継承語としての 日本語教育」は日本語教育の

中でもっとも未整理な領域の 1つである［l][2］。
昨今、日本国内のブラジル系、中国系、フィ リ

ピノ系、ベ トナム系のマイノリティー言語話者

の児童生徒に対して、これら様々な言語での母

語 ・継承語 ・継承文化教育の重要性が日本国内

で認識されつつある。今日 、移住に ともなって

日本人が海外で歩んできた継承日本語教育の軌

跡と知見が国内でもし、かされるべき時代となっ

た。高年齢化が進み、労働人口減少にともない、

外国人受け入れは拡大する一方であり、それに

伴って外国人児童生徒の言語・文化継承の課題
が浮上しているのである。

日本の公立小中学校で日本語を学習言語とし

て使用するブラジル系、中国系、その他の児童

生徒は、圧倒的に優勢な日本語のプレッシャー

のもと 、家庭で親が使用する母語 ・継承諾は順

調に伸びず、親が母語で話しかけても子どもは

日本語で答えを返すというアンバランスな二言
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語使用になるため、親子のコミュニケーション
に支障を来たしている。 一見すると、これは移
民児童が母語ではなく日本語を選択して学習し
ており、日本社会には望ましい状況のように見
えるかもしれない。 しかし、このような状況は、
二つの文化にまたがった健全なアイデンティテ
ィーを育てる上でも、また日本語を学習言語・
学校言語とする公立小中学校で高度の日本語を
習得して、年齢相応の学力を獲得する上でも大
きな支障となるものである。［3][4] 
継承語教育のニーズは子どもが移動する年齢

と世代によって異なる。言語形成期後半（ 9 /10 
歳以降）に移動する「 1世児」は、母語がすで
に確立されているため学習言語が変わっても母
語喪失の危険性は少ない。親の母語が 1世児自
身の母語でもあり、母語による読み書きの補強
をすれば母語と現地語のパイリンガルとして育
つ。一方言語形成期前半（ 9 /10歳以前） の
「1世児Jや現地生まれの 「2世児Jは、母語

が十分育たず現地語が生活言語であると同時に
学習言語になるため、放置するとつぎのいずれ
かになる危険性がある。

(1) 「会話型ノくイリンガノレJ （読み書きは現
地語のみ、会話は両言語）

(2) 「聴解型ノくイリンガノレ」 （読み書きは現

地語のみ、聞いて理解するが話すのは現地語の
み）

(3）「現地語モノリンガノレJ （現地語しか使え
ない

(4）ダブル・リ ミテッ ド（どちらの言語も年齢
相応のレベルまで育たず学習困難に陥る） 。

(2）、（3）が陥る親子のコミュニケーションの
断絶による情緒不安定、帰属意識のゆれ、また
教育上明らかにマイナスである（4）を回避するた
めにも、継承語教育によって「読み書きも両言
語でできる高度パイリンガル」を育て、ホスト
園、ホーム国の両方で活躍できる有用な人材を
育てたいものである。

継承語教育の文献の所在とその質は国によ
って異なる。継承日本語教育の長い歴史を持つ
のは、中南米と北米の一部（例：ハワイ州、 カ
ノレフオノレニア州、ビリティシュコロンビア州）
であるが、子どもが文盲にならないようにとい
う配慮から村の長者が子どもに読み書きを教え
るという実践に端を発している。その後時代と
ともに地域の「日本語学校Jとして組織化され
ていくが、いずれも零細な寺子屋式の塾的なも
のであり、研究の対象になることはほとんどな
かった。

1960年代になると、日本企業の海外進出に
伴って海外子女対象の「全日制日本人学校」 と
「補習校Jが世界各地に設立された。 「全日制
日本人学校」は母語・継承語保護学校であり、
「補習校」は週末継承語プログラムである。両

者とも日本への帰国を前提にしたものであるが、
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現在は永住予定の子どもが混在するようにな り、
文科省制定のカリキュラムをこなすことが困難
を極めている。従来「海外帰国子女教育」とい
う観点からの研究が多かったが、最近特に北米
や EU諸国で継承語教育の観点、からの補習校教育
研究が増えている。

継承語教育一般に関する文献が豊富なのは
カナダと米国である。カナダでは、継承語教育
の教育的意義付けが 1970年代に始まり、多様文
化主義法のも と教育委員会支援の週末継承諾プ
ログラムが今でも聞かれている。［5］一方、米
国では、国防政策の一貫として外国語に堪能な
人材が必要とされるようになり、その関係で
2000年ごろから即戦力を持つ継承語学習者が急
に注目を浴びるようになった。 現在、継承語教
育に対する研究と実践がもっとも盛んである。
[6] [7] 

国内においては、母語保持 ・伸長の必要性は
認識されつつあるが、その制度上の位置づけは
これからである。現時点では、専門的に追求す
る研究者も研究機関も不在である。この空白を
埋める役割を担ってきたのが「母語・継承語 ・
パイリ ンガル教育（ MHB ）研究会j である。
2003年に設立以来、 MHBは、 年次大会、研究集
会、紀要発刊、オンラインディスカッションを
通して、補習校児童生徒、日系人児童生徒教育、
国内のオールドカマーの民族語 ・民族文化教育、
ニューカマーの母語・継承語教育、ろう児の母
語（手話）教育の課題と取り組んできた。本プ
ロジェクト 「継承語教育文献データベースの構
築」は、MHBが形成してきた囲内および世界各
地の会員（約 450名）をフルに動員して行うも
のである。
本稿では、（1）プロジェク卜の目的と意義を明

らかにするとともに、（2）プロジェク 卜内でどの
ようなデータベースを作成しようとしているの
か、（3）現在の進捗状況と最終形態について報告
する。

2. 目的

当プロジェク ト［8］の目的は、（1）継承語教育
の先進国であるカナダ、2000年以降目覚ま しい
隆盛を見せている米国、日本人の集団移住先で
ある南米諸国、国内のオールドカマ一、ニュー
カマーを中心に重要文献を収集、整理、統括し
てデータベース化し、母語・ 継承語・パイリ ン
ガル教育研究者・教育関係者に学会ホームペー
ジ上で公開提供すること、（2）上記の作業を通し
て、継承語教育の専門家や、 質の高い継承語教
師の育成に寄与すること、の 2点である。文献
収集に当たっては、国内外の母語・継承語・パ
イリンガル教育研究会会員から協力者を募り、
現在調査協力者として、世界 6地域（アジア、
中南米、オーストラリア、 カナダ、 米国、



EU）、 24ヶ国、 ll言語の 65名が現在これに当
たっている。加えて MHBの理事 9人が調査責

任者として調査協ノJ者の統括に当たっている。

文献の収集は、現在次の 5つの課題を掲げて
千子っている。

1. ホス ト国の言語政策

日本語以外の言語も含んだ継承語全般に対し

てホスト国がどのような言語政策 ・施策を持っ
ているか。

2. 歴史的解緯

歴史的にどのような経緯で現在に至っている
か。

3. 現在の継承語教育

現時点で特定の地域（国・地域 ・対象グルー
プ）の継承語教育は、どのような状況にあるか。

4.継承語教育の成果

継承諾教育の成果がどのぐらい上がっている
カミ。

5. 将来の課題

継承語教育の将来の課題は何か。

3. データベース作成手順

継承語教育データベースは次のような 11段階の手
順で製作する。

(1）仮テンプレー トの作成

まず、データベースに含める項目を決定する
為に、エクセルで仮テンプレー トを作成した。
データベース作成作業開始時には、データベー
スに含める項目の全体像が不明であったため、
想定できる資料の種類を以下の 5種類に大別し、
それぞれについて一つのテンプレート を作成し
た。このテンプレート作成作業を通じて入ノJ項
目を仮決定した。

Template 1.著書 ・論文、
Template 2.口頭 ・ポスター発表、
Template 3.教科書 ・教材 ・ソフ ト・作品等、
Template 4.雑誌・新聞記事、

Template 5.政府刊行物・ 法律・条例・ （公的）ガ
イドライ ン ・スタンダード ・カリ
キュラム ・学習指導要綱）

(2）仮テンプレー トへの入力
エクセルで、作成した仮テンプレートに 65名の

MHB研究会会員が入力を行う。

(3）仮テンプレー トへの入力項目のチェ ック

入力した結果を 9名の統括者がチェックをし
て、 ルールから外れた入力が行われていなし、か

を検討する。

(4）仮データベースの稼働
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入力チェ ックを経たテンプレー トをデータベ
ースシステムに流し込み、情報がテンプレート

からデータベースに移設できるかどうかを確認

する。

(5）作業用テンプレートの完成

現行の入）JIレールに従って入力されたデータ

がデータベースに移設ができる こと を確認でき
れば、 仮テンプレー トを作業用テンプレートと

して完成したものとみなす。完成したテンプレ
ート は、 ( 7 ）以降の段階で入ノJ作業を行う
MHB作業部会員限定で公開される。

(6）入ノ］マニュアルの作成

入力作業を行う MHB会員向けに入力マニュア
ルを完成させる。 illegalな入ノJが行われないよ
うにするためには入力マニュアルが適切である
ことが重要である。そのため入力マニュアノレの
作成作業には細心の注意を払う。

(7）一部入ノJ済みのテンプレー トを skydrive 

に収納
仮テンプレー トを経て完成版となったテン

プレー トをウェ ブ上の文書共有システム
(skydrive, google document等）上にアップロード
する。

(8) MHB作業部会員によるデータ入力

文書共有システム上に置かれた完成版テンプ
レートに、会員が世界中からアクセスをして入
力し、データのエン トリ ー数を増やして行く。

(9）神戸大学継承語データベースに流し込む

次にテンプレート上の情報をデータベースに
移設する。入ノJが終わったテンプレート をデー
タベースに流し込み、データベースを作成して
稼働実験を行う。データエントリー数がどの程
度になればデータベースへの移設を行う かはま
だ未定である。

(10）データベースの稼働

1 0段階の最後はデータベースの稼働である。

この段階で不具合が出た場合は、再び（3）から（9)

の段階をたどる。

(11）ウェブインターフェースを持たせる
データベースの入ノJをウェブ経出で行えるよ

うにする。

4. テンプレートに含む入力項目

作成を計画しているデータベースの中の情報
は3つあり、文献情報、書き下ろしの解説から
なる概要データベース、および全文である。少
なくとも文献情報と概要データベースを含んだ
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データベースの作成を目標としている。著作権
を侵害しない範囲において、アブストラクト、
フルテキストを掲載する。
著作権の問題がクリア出来れば全文を所収し

たデジタルアーカイブにまで発展させたい。全
文情報の所収が出来ない場合は、全文にたどり
着く為のリンク情報を含める予定である。

5継承語教育文献データベースシステム

継承諾教育文献デ、ータベースシステムは、
著書・論文、口頭・ポスター発表、教科書・教
材・作品の 3つの対象を格納するデータベース
システムとして構成されている。このシステム
の特徴は、協力者によってデータベースが構築
できるようにデータ収集の基本を Webアプリケ
ーションとしている事である。従来なら、既に
設計された IDのテーブノレや各項目の定義域など
が用意されており、どのような分類がなされる
かも既知であるとされるが、このような特殊な
文献データベースの場合、現時点ではデータの
広がりを予測する事ができないため、幾つかの
部分で、動的に対処する必要がある。図 lに
Webによる著書 ・論文編集システムの入力画面
（部分）を示す。

( 1 ）入力項目の動的管理
図 2に対象言語の入力部分を示す。対象言

語として「言語の特定なしJも含めて 8つの言
語の選択肢を用意しであるが、これ以外のもの
が登録された場合、その頻度に応じて、次の入
力表示には項目として出現するように配置する。
例えば現時点、では「ドイ ツ語」、 「フランス
語」などである。これは、データベースに新し
い項目が入力された場合、それを対象言語のイ
ンデックステーブノレに登録して、次の入力シス
テムが呼び出される際には、動的にその項目が
選択肢に加わるようにシステムを構築する。

( 2 ）既存のデータによる入力支援と入力補
｛元

重要な項目については、データ作成時に動
的にデータベースを呼び出 し、その入力する値
の候補となるべきものを提示する事で、入力を
簡便なものにする。例えば、図 3は著者名を協
力者が入力する際に、前方一致のインクレメン
タルサーチが表示されているイラストである。
このように、入力する候補をシステムから提示
することで、入力を助けるのみならず、多くの
協力者によるために発生する、タイプミスや入
力文字のぶれ（旧字体を使用する、 空白の挿
入）をなく し、統一する事ができる。

実際、著者名は、新しい著者が入力された
場合、インデックスに登録され、 IDが割り当て
られ、論文データとの関係はこの IDを外部キー

として参照する事で、正確さを高める事ができ
る。

( 3）データの完成度の導入
このようなデータベースの場合、どの程度、

各データ項目が確立したものであるかという の
は、実際に資料として役立てる際には、重要な
ものとなる。そのため、図 2の下にあるよ うに
備考欄を用いて、入力者、チェック者によって
各データの完成度を記述するようにする。

6.進捗状況

データの収集に関しては、これまで、調査
協力者会議第 1回（ 6月4日） 、第2回（ 8月
9日）を開催、第3回は、来年 3月 25日、 27日
の予定である。調査協力者を参加者としてヤフ
ーク守ルーフ。を作成して連絡網としている。互い

に情報交換を行って収集 した文献は、 Windows

Live SkyDriveに貯蔵している。作業の進捗状
況に合わせて、定期的にテンプレートのアップ
グレードをしていく予定である。現在は、テン
プレート Versionlの段階であり、 Version 2 

へのアップグレー ドは、 12月初めに予定してい
る。 2009年 11月現在、このテンプレートのア
ップグレード作業と平行して、エクセルファイ
ルのデータを格納するデータベースを作ってい
る段階である。

7. まとめと今後の展望

継承語教育文献データベースは文献データベ
ースであるが、ネットワークの利点を活かして、
関連 URLによる原著に対する リンクや著作権の
問題が発生しない原著のデジタル化も視野に入
れて準備されている。今後はデータベースに、
既存のデータによる入力支援やフ。ルダウンメニ
ューを付加していく計画である。
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と専門家養成J （研究代表者中島和子）．

付録

隷下 lJ也 〉 鑓縁組教育文献データベース 〉 曹•·•文編集システム 〉データ追加 検察に戻る

著書・詣文信；集システム・データ入カ

積 回

タイ トル ＜•文】

λ カ・2瞳 • 1111 

タイト｝~を際文で入力し

て下さい．タイトル中の

年寄その他数字、英単結

iま半角でお願いします．

タイトル t’E文又は
淘文｝

［
一「一

日本語・英語の喝合、英

文タイトルがあれば記

入、日本語、英語以外の

言語のタイトルの場合は

英文または和文タイトル

を入れて下さい．

数字は半角で願います．

著者·•指名 復敏のII合、著者と著者

の簡は”J’または・ソ”で

区切って〈ださい． 姓

と名の聞は空白を入れて

ください． 日本語のII
舎は般が先、英語名のII
合は名が先です．

発行年 数字iま半角でお願いしま

す．

出阪社 ・発行元

出医地

ヨ..・－・・a
.・号 数字iま半角でお願いしま

す．

ベージ. 諭文のみ．散字｛ま半角で

お願いします．

‘’邑
書籍のみ．入力選択肢か

ら1つを選択して下さ

い．その他の渇合、記述

願います．

図 1.i奇書論文システムの入力画面設計（部分）
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対...

•• 
］その他→その他の君語：

全倒完成

傾要とキーワー ド以外ほlま完成

一割I調査中

｜ 追加せずに検索に戻る ｜｜ 送 信

森下 ;J也〉継縁語教宵文献データベース 〉曹司I・II文編集システム 〉データ追加

図2.対象言語と備考の入力欄（図 1の設計画面よりの抜粋）

著者·•者名 I 中

発行年

図3.前方一致のインクレメンタル・サーチによる著者名入力の支援
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対象となる冨認を選択し

て下さい．復数回答でき

ます．その他の喝合には

その書店を記述願いま

す．

このデータの完成されて

いる度合いを、全備完

成／領事Eとキーワード以

外ほぽ禿成／一部調査中

の3つの中から選んで下

さいヨ気づいた事柄を自

由に書き入れてくださ

編集システムに戻る

4画祭に戻る


